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庚申堂古墳の調査

京都府立大学文学部考古学研究室

１．　調査の経緯

　京都府立大学文学部歴史学科では、2017 年 8月 27 ～ 29 日にかけて学部 2回生を対象と

した課外のプログラムである文化遺産学フィールド実習を、兵庫県神崎郡神河町でおこなった。

実習の最終日である 8月 29日には神河町福本区に存在する庚申堂で調査をおこなったが、そ

の際境内で須恵器が表採された。

　庚申堂境内に庚申堂古墳という名称の古墳が存在することは、古くから指摘されていた。

1942 年に刊行された『神崎郡誌』には、庚申堂古墳について以下のように記述されている。

粟賀村福本字山根、庚申堂境内にある。封土悉く崩れ石廓又破壊して全く原形をとどめて

ゐないが、今より約五十年以前は石廓の中に入ることを得たといふことであり、古老の言

によれば、素焼きの土器が多く存していたといふ。

　このことから、過去には横穴式石室を有していたことや土師器が存在していたことが推察さ

れる。また、1968 年に刊行された『全国遺跡地図』にも庚申堂古墳の位置についての記載が

ある。このように『神崎郡史』や遺跡地図で庚申堂古墳の存在が指摘されているため、今回表

採された須恵器も古墳に関係する遺物である可能性が高いと判断した。

　これらの経緯から、庚申堂古墳の現況を把握する必要が生じたため、2018 年 2月 10日に

福本遺跡

堂屋敷廃寺 庚申堂古墳

図 1　庚申堂古墳の位置と周辺の遺跡
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平板を用いた簡易測量調査をおこなった。調

査には京都府立大学文学部考古学研究室の菱

田哲郎のほか、近藤史昭（京都府立大学大

学院生）、大須賀広夢、岡田大雄、鈴木康大

（京都府立大学学生）の 4名の学生が参加し

た。また、調査の際には神河町教育委員会・

竹国よしみ氏、加東市教育委員会の藤原光平

氏にご教示をいただいた。　　（大須賀広夢）

２. 　表採須恵器について

表採した資料は 1点のみである（図 5）。

器種は甕の胴部である。残存している部分の

高さは 8.8㎝、幅は 7.7㎝、厚さは最も薄い

ところで 1.1㎝、最も厚いところで 1.2㎝で

ある。外面には格子目叩文がみられ、自然釉

がかかる。内面には同心円の当て具痕がみら

れる。焼成は堅緻で、胎土には長石、鉄分を

含む。このような特徴から直径の大きな甕の

胴部になると判断され、６～７世紀に比定さ

れる。　　　　　　　　　　　　（近藤史昭）

３. 　測量の成果

平板測量の結果、境内に存在する石材の

分布状況、および墳丘の裾部と考えられる落

ち込み状の地形を確認できた（図 2～ 4、6）。

石材については横穴式石室を構成していたも

図 2　庚申堂境内全景

図 3　境内に分布する石材

図 4　落ち込み状の地形

のと考えられる。ただし、分布している石材の中には明らかに材質の異なるものが存在してお

り、すべてが石室材であったわけではないようである。墳丘の封土については完全に失われ、

石室も原形をとどめておらず全体の残存状態は悪い。また、墳丘南西側はヒノキの巨木によっ

て大きく浸食されていた。

墳丘の周囲に存在する落ち込み状の地形から推測すると、墳丘の範囲は東西が 2.8m、南北

が 6.1mである。しかし、今回調査できなかった東側フェンスの外側にも落ち込み状の地形が

続く可能性があるため、墳丘の東西についてはさらに延長することが考えられる。

なお、ヒノキの西側にある常夜燈の基礎は、付近の堂屋敷廃寺の礎石と伝えられている。

今回の調査によって、過去の文献に詳細な記述のなかった庚申堂古墳の現況及び、墳丘の

裾部と考えられる落込み上の地形を把握できたことは大きな成果と言える。ただし、今回の調

査は平板を用いた簡易測量のみであったため、墳丘規模や石材などのより詳細なデータについ

ては今後の調査の進展に委ねたい。	 	 	 　　　　　　　　　　（大須賀広夢）
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図 7　境内平面図（S=１/200）

図 6　表採須恵器実測図および写真（S=１/3）
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津山市史の文書調査
尾松美早都

１．　津山調査について

　文化情報学ゼミでは、2015 年度から、岡山県津山市の市史編さん事業の一環として資料整

理の調査協力を行っている。2017 年度は、津山郷土博物館にて、尾島治館長（当時）、東万

里子学芸員らの協力のもと、2018 年 3月 13 日（火）～ 15日（木）の 3日間にわたり古文

書の調査を実施した。作業内容としては、近世・近代文書の目録作成と写真撮影であった。2

日目からは、地元の高校生も参加して調査を行った。

2．　調査参加者

東昇（教員）、水野拓也（4回生、学生学年は 2017 年度、以下同）、有賀陽平（3回生）

尾松美早都・酒向あやか・濵本めぐみ・善積沙耶子・米澤千春（2回生）　

2．　調査内容

　3 日間をとおして主に文書目録を作成し、史料読解とエクセルに入力する担当に分かれ、そ
れぞれ作業を行った。調査の対象となった史料は、近世近代の神社・個人所蔵の文書であった。

史料の読解は、各人の読解能力にあわせて史料を選び、タイトル・年月日・差出・宛所・史料

の概要などといった基本的な事柄を読み取り、手書きで目録を作成した。その後、各目録を通

し番号順にエクセルに入力し、データを作成した。史料は多岐にわたり、なかでも近代（明治

初期）の教科書や神事・祭事に関する道具帳、近世京都や江戸の情報が記された書状、各家の

出生届や死亡届などが確認された。

　また、2日目は博物館での調査終了後に尾島館長の自宅へ伺い、豊臣秀吉にまつわる文書の

写真１　目録作成の様子

ほか、絵巻物や掛け軸などの貴重な史料を

間近で拝見することができた。




